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はじめに 

 

 

 

 東京の大気環境は、ディーゼル車規制などの実施により、深刻な状況にあった道路沿道の浮遊粒

子状物質が大幅に低下するなど、全般的に改善されてきています。しかし、光化学オキシダントに

ついてはいまだに都内全局で環境基準を達成できておらず、夏季には「光化学スモッグ注意報」が

発令されています。 

 光化学オキシダントは、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）や窒素酸化物が太陽の紫外線を受けて光化

学反応により生成する大気汚染物質です。このため自動車対策などによる窒素酸化物の排出削減と

同時に、ＶＯＣの排出削減を進めることが必要になります。 

 また、ＶＯＣは大気中で粒子化し、浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）や微小粒子状物質（ＰＭ2.5）の

主要な原因物質の一つにもなっています。さらに、ＶＯＣにはそれ自体が有害物質であるものも多

く含まれています。 

 平成 16 年５月の大気汚染防止法改正により、法規制と事業者の自主的取組による排出抑制が進

んだ結果、ＶＯＣの大気への排出量は減少し、環境中のＶＯＣ濃度には改善が見られています。し

かし、光化学オキシダントやＰＭ2.5 の環境基準達成率は依然として低く、東京の大気環境を一層

改善するためには更なるＶＯＣ排出削減の推進が必要です。 

都は、平成 18 年 4 月に「東京都ＶＯＣ対策ガイド[工場内編]」を作成し、広く御活用をいただ

いておりますが、発行から 10 年が経過し、業種や企業規模により排出削減の進捗が異なっている

ことや、ＶＯＣ排出抑制の技術も進歩していることからガイドの改訂を行いました。 

 今回の改訂では、最新の技術動向に合わせ掲載する具体的な排出抑制策を見直すとともに、ガイ

ド全般にわたって排出抑制策導入時の作業環境改善に関する情報を追加するなど、より工場からの

ＶＯＣ排出削減に取り組みやすい内容としました。 

これまでのガイドと同様に、本ガイドが広く活用され、事業者の方々に効果的な排出抑制対策に

取り組んでいただくことで、工場におけるＶＯＣの排出抑制が更に推進されることを期待します。 

 

 

                                平成２８年３月 

                                東京都環境局環境改善部 
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※今回改訂で新たに追加した抑制策タイトルには「新」のマークを付しています。 
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１ 目的 

本ＶＯＣ対策ガイド(工場内編)は、事業者が個々の事業所の実態に即したＶＯＣ対策に自主的に取り組める

よう、工場・事業場におけるＶＯＣ排出抑制のための技術的方策を分かりやすく説明したもので、主に中小事業

者に対して技術的な支援を行うことを目的として作成したものです。 

 

 

２ ガイドの構成 

このガイドは、都内でＶＯＣ排出量の多い４分野を対象として、ＶＯＣ排出抑制策を説明しています。 

Ⅰ 工場内塗装 （対象：工業塗装及び自動車板金塗装） 

Ⅱ 印刷 

Ⅲ 金属等脱脂洗浄 

Ⅳ ドライクリーニング 

どの分野も以下のような構成になっています。 

１ ＶＯＣ発生要因のチェック 

２ ＶＯＣ排出抑制策一覧 

３ 個別の抑制策の説明 

４ 索引 

抑制策の選択に当たっては、費用対効果の面から中小事業者が選択しやすいものを中心に、可能な限り広

範囲の情報を取りまとめました。 

 

 

３ 抑制策の考え方 

高価な処理装置を導入する前に、まず、作業工程を改善してＶＯＣの排出を減らせないか検討してください。 

作業工程の改善は、ＶＯＣの排出を減らせるだけでなく、塗料や印刷インキ、洗浄剤、クリーニング液等の有

機溶剤の使用量（購入費用）削減につながります。 

工場内のＶＯＣの排出実態を把握することで、より適切な抑制策を選択することができます。このガイドでは排

出実態を把握する方法についても取りまとめています。 

また、有機溶剤の中には、発がんのおそれのある物質など、人体に悪い影響を及ぼす物質が含まれる場合

があります。有機溶剤の使用量を減らすことや、ＶＯＣの排出を抑制することは作業環境の改善にも結びつきま

す。一つひとつの効果は小さくとも、できることから着手することが大切です。 

 
 

 

   

こここのののガガガイイイドドドののの使使使いいい方方方   
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＜発がんのおそれのある有機溶剤＞ 

●クロロホルム 

●四塩化炭素 

●１,４-ジオキサン 

●１,２-ジクロルエタン 

●ジクロルメタン 

●スチレン 

●１,１,２,２-テトラクロルエタン 

●テトラクロルエチレン 

●トリクロルエチレン 

●メチルイソブチルケトン 

○１,２-ジクロロプロパン 

●：厚生労働省「発がん性のある有機溶剤を取扱う事業者の方へ」（平成26年１月）より引用。「有機溶剤中毒予防規

則」の規制対象物質のうち、国際がん研究機関（ＩＡＲＣ）の発がん性の評価が１、２Ａ、２Ｂに区分された物質 

○：平成26年にＩＡＲＣの発がん性の評価が３から１（ヒトに対する発がん性が認められる物質）に昇格した物質 

 

 

３．１ ＶＯＣ発生要因のチェック 

ここでは、各分野の工程フローの順に、ＶＯＣ対策を実施する余地があるかどうかを事前に検討するためのチ

ェックポイントを記載しています。このガイドを使う際は、まず、自分の工場で行っている作業と照らし合わせなが

ら、このチェックポイントを一つひとつ確認してください。 

また、それぞれの工程ごとに、ＶＯＣの排出要因と割合の目安も記載しています。どの工程からＶＯＣの排出

が多いのか把握できるので、ＶＯＣ対策を実施する上での優先順位を検討する際の参考になります。ＶＯＣ排出

割合の高い作業工程から抑制対策を実施することが効果的です。 

 

 

３．２ ＶＯＣ排出抑制策一覧 

ここでは、抑制策の全体が一覧できるようになっています。抑制策は、 

 

１ 抑制策の選択 

２ 工程・設備の改善 

３ 原材料の転換 

４ 処理装置の導入 

 

に分類し、「工程・設備の改善」における抑制策は「ＶＯＣ発生要因のチェック」の工程フローの順に並べてい

ます。「ＶＯＣ発生要因のチェック」でチェックした結果を基に、取るべき抑制策が分かります。具体的な抑制策に

は番号を付し整理しています。 

また、それぞれの抑制策について、ＶＯＣ削減効果や対策を実施する場合のコストの目安も分かります。 
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３．３ 個別の抑制策の説明 

ここでは、個々の抑制策を説明しています。それぞれの抑制策について、以下の事項を記載しています。な

お、メリット、留意事項、関連事項等については特記すべき事項がある場合に限り記載しています。 

（今回改訂で新たに追加した抑制策タイトルには「新」のマークを付しています。） 

 

・ポイント！ 抑制策のねらいを簡潔にまとめたＶＯＣ対策としてのポイントです。 

・解説 
排出抑制のメカニズムや具体的な実施方法の詳しい説明です。また、対策事例や

測定データについても可能な限り載せています。 

・メリット 
この抑制策を実施することで期待できる、ＶＯＣの排出抑制以外のメリット（コスト削

減効果など）です。 

・留意事項 この抑制策を実施する上での注意点や前提条件などです。 

・関連事項 この抑制策に関連する他の抑制策などです。そちらも参照してください。 

・ＶＯＣ削減効果 この抑制策の実施による「工場全体」でのＶＯＣ削減効果の目安です。 

・イニシャルコスト この抑制策を実施するために必要な初期投資額の目安です。 

・ランニングコスト 

（運転費） 
この抑制策を実施するために必要な運転費の目安です。 

・ランニングコスト 

（資材購入費削減効果） 

この抑制策の実施による資材購入費用の削減効果の目安です。 

※塗料や溶剤、印刷インキ、洗浄剤、クリーニング液といった資材の購入費用の削

減が期待される抑制策に限り記載しています。 

・作業環境改善効果 この抑制策の実施による「工場全体」での作業環境改善効果の目安です。 

・新たに必要なスペース 処理装置等を設置するために必要なスペースの目安です。 

 

このＶＯＣ対策ガイドを参考に、できるところからＶＯＣ排出抑制の取組を始め、事業者のみなさまが創意工夫

をこらした効果的な抑制策を案出して、さらに改善が進むことを期待します。 
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４ 凡例 

Ⅰ～Ⅳの各章の抑制策の説明において、各ページ左端の枠内にＶＯＣ削減効果やコスト等の項目がありま

す。これらの各項目に対するランク（１～５の数字）の目安を下表に示しました。 

ただし、これらの数値はあくまで参考値であり、実際の状況に応じて変動することにご注意ください。 

 

表１ ｢ＶＯＣ削減効果｣のランクの目安 

項目    ﾗﾝｸ 低 ←   １    ２   ３   ４     ５  → 高

ＶＯＣ削減効果  ５％未満 
５％以上 

10％未満

10％以上 

20％未満

20％以上 

50％未満 
50％以上  

 

表２ ｢イニシャルコスト｣のランクの目安 

項目    ﾗﾝｸ 低 ←   １    ２   ３   ４     ５  → 高

イニシャルコスト  １万円未満 
１万円以上 

10 万円未満

10 万円以上 

100 万円未満

100 万円以上 

1,000 万円未満 

 

1,000 万円以上 

 

 

 

表３ ｢ランニングコスト（運転費）｣のランクの目安 

注）ランニングコスト（運転費）については、基本的に現状を基準とする倍数で示していますが、新たに装置を設置するような場合

は、金額を直接示しています。 

項目    ﾗﾝｸ 低 ←   １      ２        ３   → 高 

ランニングコスト 

（倍数の場合） 
 変わらない １倍以上２倍未満 ２倍以上  

ランニングコスト 

（金額の場合） 
 10 万円/月未満

10 万円/月以上 

100 万円/月未満 
100 万円/月以上  

 

表４ ｢ランニングコスト（資材購入費削減効果）｣のランクの目安 

注）資材（塗料、溶剤、印刷インキ、洗浄剤、クリーニング液）の購入費用の削減が期待できる抑制策のみ、目安を示しています。 

項目    ﾗﾝｸ 
削減率 

低 
←   １      ２      ３   →

削減率

高 

ランニングコスト  
資材購入費 

削減率 10％未満

資材購入費 

削減率 10％以上 20％未満 

資材購入費 

削減率 20％以上 
 

 

表５ ｢作業環境改善効果｣のランクの目安 

項目    ﾗﾝｸ 低 ←   １      ２        ３   → 高 

作業環境 

改善効果 
 効果低い 効果あり 効果高い  

 

表６ ｢新たに必要なスペース｣のランクの目安 

項目    ﾗﾝｸ 小 ←   １      ２        ３   → 大 

新たに必要な 

スペース 
 １m2 未満 １m2 以上 10m2 未満 10m2 以上  

 




